
近畿大学交換・派遣留学帰国報告書 

交換・派遣留学帰国報告書 
 
学部・学科：                   
学籍番号：                    
氏名：                      
 
※留学を希望している近畿大学学生があなたと連絡を取りたい場合、あなたのメールアド

レスを学生に伝えることに同意しますか。 
□同意する       □同意しない 

同意する場合、連絡可能なメールアドレス  
 
留学先国名：                       
留学先都市：                       
留学先大学：                       
留学先所属学部：                     
留学期間：   年   月～   年   月 
学年（出発時）：   年 
帰国報告書提出日：   年   月   日 
 
１．留学先大学について 
（１）留学先大学の特長 
 
 
 
 
 
（２）留学先大学のサポートについて 
語学面でのサポート 

 
 
 
 
 勉強面でのサポート 
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精神面でのサポート 
 
 
 
 
 生活・住居面でのサポート 
 
 
 
 
２．生活環境等について 
（１）住居についてアドバイスを含め自由に記入してください。 
 
 
 
 
 
 
（２）パソコンについて 
 PC の保有状況：□日本から持参した  □現地で購入した □保有しなかった 
 Wi-Fi の有無：□有  □無 
 住居内でｲﾝﾀｰﾈｯﾄに接続していた場合、プロバイダー、料金等について記入してください。 
  
 
 
 
 大学での PC の使用可否：□使用できた □使用できなかった 
 大学で PC を使用していた場合、施設の場所や時間制限等について記入してください。 
 
 
 
 
（３）医療について 

Health center（大学内施設として）の有無：□有  □無 
留学中に病院で受診したことがありますか。健康管理、衛生面について特に注意すべき

ことを記入してください。 
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（４）銀行口座について 
 留学先で口座を開設しましたか。どのように準備・手続きをしましたか。 
 
 
 
 
（５）異文化体験について 
 留学先の文化や習慣の違い等について記入してください。 
 
 
 
 
 ボランティア等、課外活動を行いましたか。 
 
 
 
 
 留学先の安全性や外国人への態度等、留意していたことがあれば記入してください。 
 
 
 
 
３．後輩へのアドバイスについて 
（１）現地で参考となった留学先国の情報（HP や出版物等）を記入してください。 
 
 
 
 
（２）日本から持参すると良いと思われるものを記入してください。 
 
 



近畿大学交換・派遣留学帰国報告書 

（３）留学したことによって得られたことについて記入してください。 
語学力：留学前－資格試験名称                      点（級） 

留学後－資格試験名称                      点（級） 
 

 
 
 
（４）留学において最大のトラブルは何でしたか。 
 
 
 
 
（５）授業について：クラスの人数、成績評価、現地学生の取り組み方等 
 
 
 
 
 
（６）留学期間中に就職活動をしましたか。どのように活動したか教えてください。 
 
 
 
 
 
 
４．費用について 
留学費用の概算を円で記入してください。 

（１）留学時のレート：            
（２）航空運賃：               
（３）住居費（月額）：         ×留学期間月数   カ月＝          
（４）食費（月額）：         ×留学期間月数   カ月＝          
（５）保険料：                
（６）その他：                
（７）留学費用の合計：                 
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５．その他 自由に記入してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
６．留学先大学のキャンパス等、思い出に残る写真をぜひ添付して送信してください。 
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